
　

タイトル
被害者の自己答責的自己危殆化、承諾及び推定的承諾

(4)

著者 吉田, 敏雄; YOSHIDA, Toshio

引用 北海学園大学法学研究, 53(1): 1-25

発行日 2017-06-30



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

論

説
・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

被
害
者
の
自
己
答
責
的
自
己
危
殆
化
、
承
諾
及
び
推
定
的
承
諾

⑷

吉

田

敏

雄

目

次

第
⚑
章

自
律
性
原
理
（
自
己
答
責
性
原
理
）
と
自
己
答
責
的
自
己
危
殆
化

Ⅰ

概
説

Ⅱ

適
用
領
域

（
ａ
）
ス
ポ
ー
ツ

（
ｂ
）
財
産
法
上
の
危
険
引
き
受
け

Ⅲ

第
三
者
の
⽛
自
己
答
責
的
⽜
介
入
が
あ
る
場
合
の
客
観
的
帰
属

（
ａ
）
救
助
行
為

（
aa
）
自
発
的
救
助
者
に
よ
る
救
助
行
為

（
bb
）
救
助
義
務
者
に
よ
る
救
助
行
為

（
ｂ
）
追
跡
行
為

Ⅳ

自
己
答
責
性
の
限
界

Ⅴ

自
己
答
責
性
の
前
提
要
件

Ⅵ

自
己
答
責
的
自
己
危
殆
化
と
了
解
的
他
人
危
殆
化
の
区
別

（
以
上
第
五
二
巻
第
二
号
）

第
⚒
章

自
律
性
原
理
と
被
害
者
の
承
諾

Ⅰ

概
説

Ⅱ

ド
イ
ツ
語
圏
の
承
諾
に
関
す
る
法
制
度

（
ａ
）
ド
イ
ツ

（
ｂ
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア

（
ｃ
）
ス
イ
ス

Ⅲ

承
諾
の
効
果
根
拠

北研 53 (1・1) 1

被害者の自己答責的自己危殆化、承諾及び推定的承諾 ⑷



⚑

モ
デ
ル
論
的
考
察

（
ａ
）
衝
突
モ
デ
ル

（
ｂ
）
統
合
モ
デ
ル

（
ｃ
）
基
礎
モ
デ
ル

⚒

日
本
に
お
け
る
議
論
状
況

⚓

評
価

Ⅳ

承
諾
の
対
象
と
範
囲

（
ａ
）
対
象

（
ｂ
）
範
囲

（
以
上
第
五
二
巻
第
三
号
）

Ⅴ

正
当
化
事
由
と
し
て
の
承
諾
の
前
提
要
件
と
限
界

⚑

法
益
保
持
者
に
よ
る
承
諾

⚒

承
諾
者
の
処
分
権
能

（
ａ
）
ド
イ
ツ

（
aa
）
学
説

（
bb
）
判
例

（
以
上
第
五
二
巻
第
四
号
）

（
ｂ
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア

（
ｃ
）
ス
イ
ス

（
ｄ
）
日
本

（
aa
）
学
説

（
bb
）
判
例

（
ｅ
）
評
価

⚓

承
諾
の
形
式
と
時
点

⚔

承
諾
能
力

⚕

第
三
者
に
よ
る
承
諾

（
以
上
第
五
三
巻
第
一
号
）

Ⅴ

正
当
化
事
由
と
し
て
の
承
諾
の
前
提
要
件
と
限
界

⚒

承
諾
者
の
処
分
権
能

（
ｂ
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア

オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
第
九
〇
条
は
、
承
諾
の
正
当
化
効
果
を
⽛
傷
害
又
は
身
体
の
安
全
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の
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感
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傷
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人
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的
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さ
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分
権
能
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限
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こ
と
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意
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て
い
る
。
身
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無
傷
性
と
い
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の
法
益
及
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そ
の
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社
会
関
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に
、
法
共
同
体

が
傷
害
、
身
体
の
安
全
の
危
殆
化
の
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容
性
に
つ
い
て
⽛
良
俗
条
項
⽜
を
通
し
て
⽛
共
同
発
言
権
⽜
と
で
も
云
う
べ
き
も
の
を
留
保
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。⽛
身
体
の
安
全
の
危
殆
化
⽜
と
い
う
の
は
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第
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九
条
（
身
体
の
安
全
の
危
殆
化
罪
）
を
受
け
た
規
定
で
あ
り
、

北研 53 (1・2) 2

論 説



危
殆
化
と
い
う
の
は
具
体
的
危
険
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
危
殆
化
の
承
諾
を
与
え
た
に
過
ぎ
な
い
者
は
、
傷
害
の
承
諾
を
与
え

た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
被
雇
用
者
が
被
雇
用
者
保
護
規
定
を
無
視
し
た
労
働
の
承
諾
を
与
え
て
も
、
そ
れ
に
起
因
す
る
被
雇

用
者
の
傷
害
に
対
す
る
責
任
者
の
可
罰
性
が
消
滅
す
る
こ
と
は
な
い
。
本
条
は
、
そ
の
不
明
確
性
の
故
に
批
判
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
で

も
、
法
共
同
体
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
倫
理
的
価
値
観
の
利
用
が
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
108
）。

法
治
国
の
理
由
か
ら
、⽛
礼
節
感
⽜
は
厳
格
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
傷
害
や
身
体
の
安
全
の
危
殆
化
は
、⽛
公
正
に

且
つ
正
し
く
考
え
る
者
⽜
が
そ
れ
を
現
実
に
拒
絶
す
る
場
合
に
だ
け
⽛
良
俗
⽜
に
反
す
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
る
と
、
一
般
的

に
認
め
ら
れ
た
良
俗
違
反
の
場
合
に
だ
け
正
当
化
を
拒
ん
で
よ
い
と
い
う
趣
旨
で
理
解
さ
れ
て
い
る
。
良
俗
違
反
に
関
す
る
判
断
は
一
義

的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
判
断
に
疑
わ
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
か
、
対
立
が
あ
る
場
合
に
は
、
行
為
者
の
利
益
に
働
く
。
こ

の
よ
う
に
し
て
、
明
確
性
の
要
請
に
最
小
限
の
考
慮
が
払
わ
れ
て
い
る
（
109
）。

承
諾
の
対
象
が
、
承
諾
の
良
俗
違
反
性
で
な
く
、
承
諾
者
に
よ
っ
て
許
さ
れ
た
傷
害
、
身
体
の
安
全
の
危
殆
化
の
良
俗
違
反
性
だ
け
で

あ
る
こ
と
は
、
刑
法
第
九
〇
条
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
問
題
は
、
傷
害
、
身
体
の
安
全
の
危
殆
化
の
詳
し
い
理
解
で
あ
る
。
そ
の
一
は
、

こ
の
概
念
を
包
括
的
な
意
味
で
解
釈
す
る
見
解
で
あ
る
。
生
じ
た
傷
害
結
果
な
い
し
身
体
の
安
全
の
危
殆
化
結
果
と
並
ん
で
完
全
に
全
般

的
に
、
こ
れ
に
関
与
し
た
者
の
目
的
、
動
機
、
用
い
ら
れ
た
手
段
の
種
類
、
及
び
具
体
的
所
為
の
凡
そ
あ
ら
ゆ
る
随
伴
事
情
を
考
慮
す
る

見
解
で
あ
る
（
110
）。
そ
の
二
は
、
承
諾
の
対
象
は
傷
害
結
果
又
は
身
体
の
安
全
の
危
殆
化
結
果
で
あ
る
か
ら
、
結
果
だ
け
を
良
俗
違
反
検
証
の

対
象
と
捉
え
る
見
解
で
あ
る
（
111
）。
こ
の
見
解
は
刑
法
第
九
〇
条
の
文
言
か
ら
当
然
出
て
く
る
説
で
あ
る
。
こ
の
立
場
か
ら
は
、
関
与
者
の
目

的
、
動
機
は
考
慮
し
な
く
て
も
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
承
諾
の
重
点
が
結
果
か
ら
引
き
離
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
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あ
る
（
112
）。
そ
う
す
る
と
、
本
説
か
ら
は
、
移
植
目
的
で
臓
器
を
摘
出
す
る
こ
と
は
正
当
化
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
臓
器
摘
出
と
い
う
結
果

は
そ
の
重
さ
及
び
多
く
の
場
合
に
見
ら
れ
る
非
可
逆
性
の
故
に
否
定
的
判
断
を
う
け
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
（
113
）。
そ
こ
で
、そ
の
三（
通

説
）
は
折
衷
的
見
解
を
採
る
。
出
立
点
は
刑
法
第
九
〇
条
第
一
項
の
定
め
る
傷
害
結
果
、
身
体
の
安
全
の
危
殆
化
結
果
の
優
越
性
で
あ
り
、

関
与
者
の
目
的
及
び
動
機
は
限
定
的
に
考
慮
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
が
積
極
的
評
価
を
受
け
る
な
ら
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
良
俗
違
反
と
評
価
さ

れ
る
べ
き
傷
害
、
身
体
の
安
全
の
危
殆
化
も
良
俗
違
反
と
は
評
価
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
（
114
）。

通
説
に
依
れ
ば
、
良
俗
違
反
性
と
な
る
限
界
は
重
い
傷
害
を
加
え
た
場
合
で
あ
る
（
刑
第
八
四
条
：
二
四
日
を
超
え
て
継
続
す
る
健
康

加
害
又
は
就
労
不
能
、
傷
害
又
は
健
康
加
害
そ
れ
自
体
が
重
い
。
刑
第
八
五
条
：
重
い
持
続
的
な
結
果
を
伴
う
傷
害
）。
但
し
、
被
害
者
の

承
諾
を
得
て
結
果
を
惹
起
し
た
行
為
が
法
的
に
明
ら
か
に
積
極
的
に
評
価
さ
れ
う
る
目
的
か
ら
出
て
い
る
場
合
は
別
で
あ
る
。
傷
害
が
重

け
れ
ば
重
い
ほ
ど
、
こ
の
前
提
要
件
が
そ
ろ
う
こ
と
に
な
る
。
身
体
の
安
全
の
危
殆
化
に
も
同
じ
こ
と
が
云
え
る
（
115
）。

軽
い
傷
害
及
び
軽
い
身
体
の
安
全
の
危
殆
化
の
場
合
、
良
俗
違
反
性
の
輪
郭
は
か
な
り
不
明
確
で
あ
る
。
良
俗
違
反
性
を
法
的
に
徴
表

す
る
重
い
傷
害
と
は
異
な
っ
て
、
軽
い
場
合
に
は
、
こ
の
徴
表
機
能
は
逆
転
す
る
。
こ
う
い
っ
た
傷
害
、
身
体
の
安
全
の
危
殆
化
は
、
関

与
者
の
目
的
、
動
機
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
許
容
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
但
し
、
刑
法
第
八
四
条
の
限
界
に
近
づ
く
ほ
ど
、
関
与

者
の
目
的
の
重
要
性
が
増
す
（
116
）。

特
に
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
承
諾
に
基
づ
い
て
加
え
ら
れ
た
傷
害
が
保
険
金
詐
欺
目
的
の
よ
う
に
法
律
違
反
の
目
的
に
資
す
る
と

か
、
傷
害
行
為
自
体
が
薬
物
注
射
の
よ
う
に
他
の
法
律
に
違
反
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
場
合
、
承
諾
の
許
容
性
が
否
定
さ
れ
る
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も
の
で
は
な
い
。
良
俗
違
反
修
正
は
厳
格
に
法
益
関
係
的
に
見
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
上
記
の
規
準
が
妥
当
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
117
）。

（
ｃ
）
ス
イ
ス

ス
イ
ス
で
も
、
法
益
が
専
ら
個
人
の
利
益
に
お
い
て
保
護
さ
れ
る
に
し
て
も
、
法
益
保
持
者
の
処
分
権
能
が
法
的
に

無
制
約
で
な
い
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
生
命
を
故
意
に
消
す
こ
と
の
承
諾
は
無
効
で
あ
り
（
刑
第
一
一
二
条
、
第
一
一
三

条
）、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
被
害
者
の
真
摯
な
且
つ
心
に
迫
る
求
め
に
応
じ
た
殺
人
も
、
自
殺
（
未
遂
）
の
構
成
要
件
は
存
在
し
な
い
と
い
う
事

実
と
は
関
係
な
く
、
可
罰
的
で
あ
る
（
刑
第
一
一
四
条
（
118
））。

し
か
し
、
こ
の
許
容
限
度
の
根
拠
及
び
射
程
距
離
に
関
し
て
は
争
い
が
あ
る
。
そ
の
一
は
、
そ
の
法
益
の
無
傷
性
に
よ
っ
て
個
人
に
保

障
さ
れ
た
自
由
の
量
を
こ
の
者
自
身
か
ら
護
る
こ
と
の
必
要
性
で
あ
る
こ
と
（
119
）、
す
な
わ
ち
、
こ
の
財
が
取
る
に
足
り
な
い
理
由
か
ら
元
に

戻
せ
な
い
形
で
破
壊
さ
れ
る
と
か
、
ひ
ど
く
損
傷
さ
れ
る
と
い
っ
た
場
合
に
は
限
定
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
責
任
の
あ
る

臨
床
医
師
は
、
若
い
、
子
ど
も
の
い
な
い
女
性
に
、⽛
経
口
避
妊
薬
⽜
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
非
可
逆
的
卵
管
結
紮
を
す

る
つ
も
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
う
い
う
こ
と
を
す
れ
ば
、
そ
れ
が
⽛
家
父
長
的
解
決
策
⽜
で
あ
る
こ
と
に
反
論
し
よ
う
が
な
い
（
120
）。

人
の
長
期
的
利
益
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
身
体
、
生
命
の
保
護
を
短
絡
的
に
放
棄
す
る
こ
と
か
ら
護
る
必
要
が
あ
る
（
柔
ら
か
な
父
親
的

温
情
主
義
（
121
））。
す
な
わ
ち
、
同
胞
の
連
帯
感
は
、
誰
も
が
良
く
理
解
し
た
利
益
の
最
善
の
執
事
と
い
う
ド
グ
マ
を
相
対
化
す
る
こ
と
を
、
時

に
要
求
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
無
思
慮
は
遍
在
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
見
方
で
は
、
重
い
傷
害
の
場
合
の
承
諾
の
有
効
性
を

限
定
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
当
人
の
真
摯
な
且
つ
心
に
迫
る
求
め
に
応
じ
た
殺
人
を
一
般
的
に
禁
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
当
人
が

こ
う
い
う
要
求
を
す
る
こ
と
に
あ
ま
り
に
も
十
分
す
ぎ
る
理
由
が
あ
る
か
ら
だ
と
指
摘
さ
れ
る
（
122
）。
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そ
れ
故
、
よ
り
説
得
力
の
あ
り
そ
う
な
見
解
が
出
さ
れ
る
。
他
人
に
対
し
て
自
由
そ
れ
自
体
を
全
部
又
は
本
質
的
観
点
に
お
い
て
納
得

の
行
く
理
由
な
し
に
放
棄
す
る
自
由
を
、
現
行
法
は
誰
に
も
認
め
て
い
な
い
。
基
本
的
人
格
権
は
、
そ
の
保
持
者
が
そ
れ
を
放
棄
し
た
く

て
も
、第
三
者
に
と
っ
て
不
可
侵
で
あ
る（
民
法
第
二
七
条
第
二
項
）。
例
え
ば
、奴
隷
に
な
る
こ
と
の
承
諾
は
無
効
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、

個
人
は
自
ら
そ
の
生
命
、
健
康
を
処
分
し
て
も
よ
い
。
自
己
決
定
権
は
、
例
え
ば
、
患
者
と
し
て
生
命
延
長
の
処
置
や
医
学
的
に
緊
急
に

必
要
な
手
術
を
拒
否
す
る
権
能
も
含
む
。
そ
の
動
機
が
⽛
分
別
を
欠
い
て
い
る
⽜
と
し
て
も
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
、

法
益
保
持
者
の
同
意
が
他
人
か
ら
の
侵
襲
を
同
じ
重
さ
を
も
っ
て
正
当
化
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
こ
こ
か
ら

分
か
る
こ
と
は
、
何
ゆ
え
殺
人
の
禁
止
が
い
か
な
る
場
合
で
も
維
持
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
123
）。

特
に
実
践
的
意
味
を
も
つ
の
は
、
身
体
の
無
傷
性
へ
の
（
非
可
逆
的
）
侵
襲
の
場
合
の
当
人
の
承
諾
の
射
程
距
離
で
あ
る
。
比
較
的
古

い
理
論
は
、
有
効
性
を
非
常
に
広
く
認
め
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
但
し
、
軍
事
刑
法
第
九
五
条
の
よ
う
に
、
法
律
が
当
人
の
承
諾
が
あ
っ

て
も
処
罰
す
る
場
合
は
例
外
と
し
た
（
124
）。
今
日
、
区
別
説
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
傷
の
残
ら
な
い
単
純
傷
害
（
刑
第
一
二
三
条
第
一
項
）

の
承
諾
は
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
し
、
し
か
も
、
行
為
者
と
被
害
者
が
傷
害
で
い
か
な
る
目
的
を
追
求
し
て
い
る
の
か
も
問
わ
れ
な

い
。
加
虐
被
虐
の
目
的
、保
険
金
詐
欺
の
目
的
が
単
純
傷
害
を
違
法
と
す
る
も
の
で
は
な
い
（
125
）。
良
く
挙
げ
ら
れ
る
例
と
し
て
は
格
闘
競
技
、

少
な
く
と
も
競
技
規
則
を
遵
守
し
て
も
通
常
生
ず
る
傷
害
に
関
し
て
も
そ
う
い
え
る
（
126
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
重
い
傷
害
（
刑
第
一
二
二
条
）

の
場
合
、
傷
害
行
為
で
追
求
さ
れ
る
目
的
が
納
得
の
い
く
と
き
に
限
り
、
適
法
と
見
ら
れ
る
（
127
）。
シ
ュ
ト
ラ
ー
テ
ン
ヴ
ェ
ル
ト
は
、
目
的
の

評
価
が
前
提
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、⽛
侵
襲
が
当
人
の
利
益
を
理
解
し
た
う
え
で
賢
明
な
又
は
少
な
く
と
も
擁
護
で
き
る
と
思
わ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
⽜
と
指
摘
す
る
（
128
）。
そ
う
す
る
と
、
腎
臓
等
の
重
要
な
臓
器
の
摘
出
は
、
患
者
の
た
め
で
あ
る
と
き
は
許
さ
れ
る
が
、
研
究
の
た

め
の
と
き
は
許
さ
れ
な
い
。
臓
器
提
供
者
が
専
ら
対
価
と
し
て
の
金
銭
贈
与
を
目
的
と
し
て
い
る
と
き
も
、
臓
器
摘
出
は
違
法
で
あ
る
。
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犯
罪
目
的
の
た
め
に
、
例
え
ば
、
保
険
金
詐
欺
の
準
備
の
た
め
に
与
え
ら
れ
た
承
諾
は
手
足
等
の
切
断
を
正
当
化
し
な
い
（
129
）。

（
ｄ
）
日
本

（
aa
）
学
説

わ
が
国
で
も
、
傷
害
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
の
承
諾
が
あ
る
場
合
で
も
、
違
法
性
阻
却
に
は
一
定
の
制
限
が
設
け
ら
れ

る
。
被
害
者
の
承
諾
の
性
質
と
関
連
し
て
、
様
々
な
見
解
が
見
ら
れ
る
。
先
ず
、
公
序
良
俗
説
に
よ
れ
ば
、
医
療
の
輸
血
行
為
の
た
め
に

す
る
血
液
の
採
取
は
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
が
、
債
権
者
が
、
債
務
者
に
対
し
、
履
行
の
延
期
の
代
償
と
し
て
、
そ
の
承
諾
を
得
て
殴
打

を
加
え
る
の
は
違
法
で
あ
る
（
130
）。
目
的
説
よ
れ
ば
、
承
諾
に
よ
る
行
為
は
社
会
的
相
当
の
方
法
・
手
段
及
び
法
益
侵
害
の
限
度
内
の
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
医
師
又
は
医
師
に
相
当
す
る
者
が
輸
血
用
の
採
血
を
し
た
と
か
、
整
形
手
術
に
必
要
な
皮
膚
を
患
者
以
外
の
者
の

承
諾
を
得
て
採
取
す
る
場
合
、
医
学
上
一
般
に
認
め
ら
れ
た
方
法
及
び
手
段
に
よ
り
且
つ
社
会
的
に
相
当
と
考
え
ら
れ
る
分
量
の
採
取
に

と
ど
め
る
べ
き
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
は
ス
ポ
ー
ツ
の
ル
ー
ル
に
従
っ
た
行
為
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
社
会
的
相
当
性
を
超
え
た

行
為
は
違
法
で
あ
る
。
承
諾
の
動
機
は
行
為
の
適
法
性
に
は
影
響
が
な
い
。
例
え
ば
、
保
険
金
詐
取
の
目
的
で
公
共
の
危
険
の
な
い
自
己

所
有
の
家
屋
の
焼
燬
を
承
諾
し
て
も
、
承
諾
に
よ
っ
て
得
た
金
を
も
っ
て
賭
博
を
す
る
目
的
で
採
血
を
承
諾
し
て
も
、
承
諾
に
よ
る
行
為

で
あ
る
器
物
損
壊
、
傷
害
行
為
の
違
法
阻
却
に
は
影
響
が
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
行
為
者
に
お
い
て
被
害
者
の
承
諾
を
違
法
な
目
的
の

た
め
に
利
用
し
た
と
か
、
違
法
な
目
的
の
た
め
に
承
諾
を
得
た
場
合
に
は
違
法
性
は
阻
却
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
承
諾
を
利
用
し
て

被
害
者
に
相
当
性
の
限
度
を
超
え
た
傷
害
を
与
え
た
と
か
、
嗜
虐
的
行
為
を
行
う
目
的
又
は
科
学
的
に
無
価
値
な
生
体
実
験
を
す
る
目
的

で
承
諾
を
得
た
場
合
の
行
為
は
違
法
で
あ
る
（
131
）。
社
会
当
的
相
性
説
は
、
社
会
的
相
当
性
の
観
点
か
ら
法
益
侵
害
の
適
法
性
を
判
断
す
る
の

で
、
債
務
免
除
の
代
償
と
し
て
債
務
者
の
小
指
を
切
断
す
る
行
為
は
、
被
害
者
が
承
諾
し
て
い
て
も
、
違
法
で
あ
る
。
病
者
に
輸
血
の
た

め
に
、
健
康
者
か
ら
、
そ
の
承
諾
を
得
て
血
液
を
採
取
す
る
行
為
は
、
一
応
適
法
で
あ
る
が
、
給
血
者
の
身
体
を
著
し
く
衰
弱
さ
せ
る
程
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度
ま
で
採
血
し
た
場
合
は
違
法
で
あ
る
（
132
）。
国
家
・
社
会
倫
理
規
範
説
に
よ
っ
て
も
、
病
者
に
輸
血
す
る
た
め
に
、
健
康
者
の
承
諾
を
得
て

採
血
す
る
こ
と
自
体
は
適
法
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
、
給
血
者
の
身
体
に
大
き
な
傷
跡
を
残
す
よ
う
な
方
法
で
採
血
さ
れ
る
と
か
、
給
血
者

の
健
康
に
支
障
を
き
た
す
程
度
に
ま
で
採
血
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
（
133
）。

法
益
衡
量
説
に
よ
る
と
、
同
意
傷
害
に
つ
い
て
、
そ
の
原
則
的
不
処
罰
か
ら
出
発
し
て
、
結
果
と
し
て
の
傷
害
の
重
大
性
を
基
準
と
し

て
、
例
外
的
な
処
罰
可
能
性
を
留
保
す
る
こ
と
、
身
体
的
法
益
は
個
人
の
処
分
権
の
範
囲
を
超
え
る
場
合
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
行
為

態
様
を
行
為
の
目
的
や
同
意
の
動
機
の
反
良
俗
性
に
お
い
て
考
慮
す
る
こ
と
は
、
同
意
傷
害
の
可
罰
性
を
不
必
要
に
広
げ
る
こ
と
に
な
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
、
例
え
ば
、
賭
博
に
供
す
る
資
金
を
得
る
目
的
で
、
輸
血
用
の
血
液
の
採
取
に
同
意
し
た
場
合
で
も
、
傷
害
行
為
の
違

法
阻
却
性
に
は
影
響
が
な
い
と
説
か
れ
る
（
134
）。
優
越
的
利
益
説
に
よ
れ
ば
、⽛
身
体
の
重
要
部
分
は
、⽝
処
分
意
思
そ
の
も
の
⽞
を
生
み
出
す

前
提
と
し
て
、⽝
意
思
⽞
を
超
え
る
価
値
で
あ
り
、
至
上
の
価
値
で
あ
る
⽝
人
間
の
尊
厳
⽞
そ
の
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
身
体
に
関
す
る
承
諾
は
、
具
体
的
な
ば
あ
い
に
応
じ
て
、
身
体
を
譲
り
渡
す
こ
と
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
利
益
の
比
較
衡
量
を
と
お
し

て
、
そ
の
正
当
化
の
可
否
が
決
せ
ら
れ
る
（
135
）⽜。
生
命
、
身
体
に
関
す
る
被
害
者
の
承
諾
は
、⽛
法
の
見
地
か
ら
し
て
、
よ
り
優
越
す
る
利
益

に
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
限
り
、
そ
の
承
諾
を
得
て
行
わ
れ
た
行
為
（
た
と
え
ば
、
安
楽
死
と
か
外
科
手
術
等
）

は
、
違
法
性
を
阻
却
し
う
る
（
136
）⽜。
自
己
決
定
権
対
侵
害
法
益
の
利
益
衡
量
説
は
、
侵
害
法
益
が
自
己
決
定
の
自
由
の
利
益
に
優
越
す
る
と
き

は
、
承
諾
に
も
か
か
わ
ら
ず
違
法
と
な
る
こ
と
、
承
諾
殺
人
が
被
害
者
の
承
諾
に
も
か
か
わ
ら
ず
違
法
と
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
自
己
決

定
の
自
由
の
実
現
に
よ
っ
て
も
補
い
え
な
い
ほ
ど
重
大
な
生
命
（
自
己
決
定
権
行
使
の
基
盤
で
も
あ
る
）
と
い
う
法
益
の
侵
害
を
伴
う
か

ら
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
承
諾
に
基
づ
く
通
常
の
傷
害
の
違
法
性
は
阻
却
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
命
の
危
険
を
伴
う
傷
害
の
場
合

に
承
諾
が
あ
っ
て
も
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
な
い
の
も
同
様
の
理
由
に
基
づ
い
て
い
る
と
説
く
（
137
）。
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（
bb
）
判
例

①
指
つ
め
に
関
す
る
判
例
：
仙
台
地
石
巻
支
判
昭
和
六
二
・
二
・
一
八
判
時
一
二
四
九
・
一
四
五
は
、〔
Ａ
一
家
の
Ｂ
の
身
内
で
あ
る
Ｃ

は
、
Ｂ
か
ら
不
義
理
に
対
す
る
ケ
ジ
メ
を
つ
け
る
よ
う
に
云
わ
れ
た
た
め
指
を
詰
め
る
こ
と
を
決
意
し
、
被
告
人
に
こ
れ
を
依
頼
し
、
被

告
人
は
、
Ｃ
の
左
小
指
の
根
元
を
釣
り
糸
で
縛
っ
て
血
止
め
し
た
う
え
、
風
呂
の
上
が
り
台
の
上
に
の
せ
た
小
指
の
上
に
、
出
刃
包
丁
を

当
て
金
づ
ち
で
二
、
三
回
た
た
い
て
左
小
指
の
末
節
を
切
断
し
た
と
い
う
事
案
〕
に
お
い
て
、⽛
右
の
よ
う
な
Ｃ
の
承
諾
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
被
告
人
の
行
為
は
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い
指
つ
め
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
方
法
も
医
学
的
な
知

識
に
裏
付
け
さ
れ
た
消
毒
等
適
切
な
措
置
を
講
じ
た
う
え
で
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
全
く
野
蛮
で
無
残
な
方
法
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
態
様
の
行
為
が
社
会
的
に
相
当
な
行
為
と
し
て
違
法
性
が
失
わ
れ
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
⽜
と
判
示
し
、
行
為
の
⽛
公
序
良
俗

違
反
⽜
と
⽛
社
会
的
不
相
当
性
⽜
と
い
う
観
点
か
ら
、
違
法
性
阻
却
を
否
定
し
た
。

②
性
的
加
虐
行
為
に
関
す
る
判
例
：
大
阪
高
判
昭
和
二
九
・
七
・
一
四
裁
特
一
・
四
・
一
三
三
は
、〔
被
告
人
は
、
従
来
か
ら
時
々
し
て

い
た
よ
う
に
、
性
交
す
る
際
に
相
手
方
の
承
諾
を
得
て
首
を
絞
め
た
が
、
相
手
方
に
異
常
な
徴
候
が
現
れ
た
の
を
軽
視
し
て
絞
め
続
け
た

た
め
、
窒
息
死
さ
せ
た
と
い
う
事
案
〕
に
お
い
て
、⽛
婦
女
の
首
を
絞
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
暴
行
行
為
で
あ
る
が
、
性
交
中
そ
の
快
感
を

増
さ
ん
が
た
め
相
手
方
の
首
を
絞
め
る
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
相
手
方
の
要
求
も
し
く
は
同
意
を
得
て
い
る
以
上
、
違
法

性
を
阻
却
す
る
も
の
と
し
て
暴
行
罪
成
立
の
余
地
な
き
も
の
と
い
う
べ
く
、
た
だ
そ
の
場
合
相
手
が
傷
害
を
受
け
て
死
亡
し
た
と
き
、
嘱

託
に
よ
る
殺
人
罪
を
構
成
す
る
が
如
く
、
た
と
え
相
手
方
の
同
意
が
あ
っ
て
も
こ
れ
を
不
問
に
附
し
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
本
件
の
よ
う

に
被
告
人
が
屡
々
Ａ
と
の
性
交
に
際
し
同
女
の
首
を
絞
め
た
こ
と
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
同
女
が
死
亡
す
る
に
到
ら
な
か
っ
た
場
合
に
は
致

死
に
つ
き
不
確
定
犯
意
又
は
未
必
の
故
意
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
単
に
危
険
の
発
生
を
防
止
す
べ
き
義
務
を
尽
く
さ
な
か
っ
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た
点
に
お
い
て
過
失
致
死
罪
に
問
擬
す
べ
き
で
あ
る
⽜
と
判
示
し
て
、
過
失
致
死
罪
の
成
立
に
と
ど
め
た
が
、
次
の
判
決
は
傷
害
致
死
罪

の
成
立
を
認
め
た
。

大
阪
高
判
昭
和
四
〇
・
六
・
七
下
刑
集
七
・
六
・
一
一
六
六
は
、〔
被
告
人
は
、
相
手
方
の
求
め
に
応
じ
て
、
性
交
す
る
に
際
し
、
相
手

方
の
首
に
自
分
の
寝
間
着
の
紐
を
一
回
ま
わ
し
て
交
叉
さ
せ
、
両
手
で
紐
の
両
端
を
引
っ
ぱ
っ
て
同
女
の
首
を
絞
め
な
が
ら
性
交
に
及
ん

だ
。
被
告
人
は
相
手
方
が
身
体
的
痙
攣
を
起
こ
し
た
の
を
、
性
感
の
極
致
に
達
し
た
も
の
と
軽
信
し
て
、
な
お
紐
を
強
く
引
き
締
め
た
た

め
、
死
亡
さ
せ
る
に
到
っ
た
と
い
う
事
案
。
原
審
は
重
過
失
致
死
罪
の
成
立
を
認
め
た
〕
に
お
い
て
、⽛
そ
も
そ
も
被
害
者
の
嘱
託
な
い
し

承
諾
が
行
為
の
違
法
性
を
阻
却
す
る
の
は
、
被
害
者
に
よ
る
法
益
の
抛
棄
が
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
れ
が
社
会
通
念
上
一
般
に
許
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
と
解
す
る
。
従
っ
て
法
益
の
公
益
的
な
も
の
或
い
は
被
害
者
の
処
分
し
得
な
い
法
益
は
行
為
の
相
手
方
た
る
個
人
の
嘱
託
な
い

し
承
諾
が
あ
っ
て
も
違
法
性
を
阻
却
し
な
い
。
又
仮
令
個
人
の
法
益
で
あ
っ
て
も
行
為
の
態
様
が
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
と
か
、
社
会
通

念
上
相
当
と
す
る
方
法
、
手
段
、
法
益
侵
害
の
限
度
を
超
え
た
場
合
も
亦
被
害
者
の
嘱
託
な
い
し
承
諾
は
行
為
の
違
法
性
を
阻
却
し
な
い

も
の
と
解
す
る
。
殺
人
罪
に
お
け
る
刑
法
第
二
〇
二
条
の
嘱
託
な
い
し
承
諾
殺
の
規
定
は
以
上
の
考
え
の
現
わ
れ
と
解
す
る
。
そ
こ
で
本

件
に
関
連
す
る
暴
行
罪
に
つ
い
て
相
手
方
の
嘱
託
な
い
し
承
諾
が
あ
っ
た
場
合
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
暴
行
罪
に
お
い
て
は
相
手
方
の
嘱

託
な
い
し
承
諾
は
通
常
、
行
為
を
違
法
な
ら
し
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
嘱
託
な
い
し
承
諾
の
下
に
な
さ
れ
た
行
為
は
そ
も
そ
も
⽝
暴
行
⽞
と

い
う
概
念
に
あ
た
ら
な
い
と
さ
え
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
暴
行
罪
に
お
い
て
も
、
矢
張
り
、
そ
の
態
様
如
何
に
よ
っ
て
は
前
記

の
と
お
り
被
害
者
の
嘱
託
な
い
し
承
諾
は
違
法
性
を
阻
却
し
な
い
場
合
が
あ
る
も
の
と
解
す
る
。
そ
こ
で
本
件
に
つ
い
て
み
る
の
に
、
原

判
決
認
定
の
と
お
り
、
被
告
人
は
性
交
に
際
し
相
手
方
で
あ
る
妻
の
求
め
に
応
じ
、
同
女
の
首
を
自
己
の
寝
間
着
の
紐
で
一
回
ま
わ
し
て

交
叉
し
両
手
で
紐
の
両
端
を
引
っ
ぱ
っ
て
同
女
の
首
を
し
め
な
が
ら
性
交
に
及
び
、
し
か
も
前
叙
し
た
と
お
り
相
当
強
く
激
し
く
締
め
て
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い
る
。
そ
し
て
遂
に
窒
息
死
に
到
ら
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
絞
首
が
暴
行
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
且
つ
か
か
る
方
法

に
よ
る
暴
行
は
仮
令
相
手
方
の
嘱
託
な
い
し
承
諾
に
基
づ
く
も
の
と
い
っ
て
も
社
会
通
念
上
許
さ
れ
る
限
度
を
超
え
た
も
の
と
言
う
べ

く
、
従
っ
て
違
法
性
を
阻
却
す
る
も
の
と
は
解
せ
ら
れ
な
い
。
お
も
う
に
、
寝
間
着
の
紐
で
絞
め
る
と
な
る
と
単
に
手
で
絞
め
る
場
合
に

比
す
る
と
一
段
と
そ
の
調
節
は
困
難
で
あ
り
、
相
手
方
の
首
に
対
す
る
力
の
入
り
具
合
を
知
り
難
い
も
の
で
あ
る
。
か
つ
、
被
害
者
が
真

に
苦
し
く
な
っ
た
時
、
被
告
人
に
対
し
、
そ
の
意
思
（
ゆ
る
め
て
く
れ
と
い
う
）
を
表
示
伝
達
す
る
方
法
、
手
段
が
準
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、

か
つ
被
告
人
か
ら
見
れ
ば
性
交
の
激
情
の
亢
じ
た
時
紐
に
対
す
る
力
を
制
禦
す
る
方
法
、
手
段
が
準
備
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
窒
息
死

と
い
う
生
命
に
対
す
る
危
険
性
を
強
度
に
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
被
告
人
の
本
件
絞
首
は
違
法
性
を
阻
却
し
な
い
暴
行

と
い
う
べ
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
窒
息
死
に
致
ら
し
め
た
も
の
で
、
被
告
人
の
所
為
は
傷
害
致
死
罪
に
該
る
も
の
と
解
す
る
⽜
と
判
示
し
、

本
件
行
為
が
⽛
生
命
に
対
す
る
危
険
性
を
強
度
に
含
ん
で
⽜
い
た
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
同
種
事
案
で
傷
害
致
死
罪
の
成
立
を
認
め
た

も
の
に
、
東
京
地
判
昭
和
五
二
・
六
・
八
判
時
八
七
四
・
一
〇
三
〔
ナ
イ
ロ
ン
バ
ン
ド
で
一
五
分
間
く
ら
い
絞
頚
〕、
大
阪
地
判
昭
和
五
二
・

一
二
・
二
六
判
時
八
九
三
・
一
〇
四
〔
覚
せ
い
剤
を
使
用
し
、
被
害
者
の
前
頚
部
か
ら
後
ろ
手
に
ま
わ
し
て
緊
縛
し
た
う
え
で
様
々
な
加

虐
行
為
を
加
え
、
窒
息
死
さ
せ
た
〕
が
あ
る
。

③
行
為
者
が
承
諾
を
得
た
動
機
、
目
的
に
関
す
る
判
例
：
最
決
昭
和
五
五
・
一
一
・
一
三
刑
集
三
四
・
六
・
三
九
六
［
保
険
金
騙
取
目

的
傷
害
事
件
］
は
、〔
Ｘ
は
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
と
共
謀
し
、
Ｘ
が
運
転
す
る
軽
自
動
車
を
、
Ａ
が
運
転
し
Ｂ
、
Ｃ
が
同
乗
す
る
ラ
イ
ト
バ
ン
に

故
意
に
追
突
さ
せ
、
こ
れ
を
Ｘ
の
過
失
に
よ
る
交
通
事
故
を
装
っ
て
保
険
金
を
騙
取
す
る
と
同
時
に
、
身
体
障
害
者
で
あ
っ
た
Ｂ
に
入
院

治
療
の
機
会
を
得
さ
せ
よ
う
と
企
て
、
交
差
点
の
赤
信
号
で
、
Ａ
運
転
の
車
が
停
止
し
続
い
て
第
三
者
Ｄ
運
転
の
軽
乗
用
車
が
停
止
し
た

際
、
故
意
に
自
車
を
Ｄ
車
の
後
部
に
追
突
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
Ｄ
車
を
Ａ
車
に
追
突
さ
せ
、
Ｄ
に
約
二
ヶ
月
の
入
院
加
療
を
要
す
る
頚
椎
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捻
挫
の
傷
害
を
負
わ
せ
た
。
Ｘ
は
、
業
務
上
過
失
傷
害
罪
で
禁
錮
八
月
執
行
猶
予
三
年
に
処
せ
ら
れ
、
こ
れ
が
確
定
し
た
後
、
真
相
が
発

覚
し
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
傷
害
は
ご
く
軽
微
で
あ
っ
た
の
に
重
篤
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
い
入
院
給
付
金
な
ど
総
額
一
一
二
万
円
余
を
騙
取

し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
詐
欺
罪
に
よ
り
有
罪
判
決
を
受
け
た
。
そ
こ
で
、
Ｘ
は
、
右
業
務
上
過
失
傷
害
事
件
に
つ
き
、
本
件
は
故
意

の
追
突
で
あ
っ
て
過
失
犯
で
は
な
く
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
傷
害
は
軽
微
で
同
意
が
あ
る
か
ら
傷
害
罪
も
成
立
し
な
い
と
主
張
し
て
再
審
を
請

求
し
た
と
い
う
事
案
〕
に
お
い
て
、⽛
被
害
者
が
身
体
傷
害
を
承
諾
し
た
ば
あ
い
に
傷
害
罪
が
成
立
す
る
か
否
か
は
、
単
に
承
諾
が
存
在
す

る
と
い
う
事
実
だ
け
で
な
く
、
右
承
諾
を
得
た
動
機
、
目
的
、
身
体
傷
害
の
手
段
、
方
法
、
損
傷
の
部
位
、
程
度
な
ど
諸
般
の
事
情
に
照

ら
し
合
わ
せ
て
決
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
本
件
の
よ
う
に
、
過
失
に
よ
る
自
動
車
衝
突
事
故
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
い
保
険
金
を
騙
取

す
る
目
的
を
も
っ
て
、
被
害
者
の
承
諾
を
得
て
そ
の
者
に
故
意
に
自
己
の
運
転
す
る
自
動
車
を
衝
突
さ
せ
て
傷
害
を
負
わ
せ
た
ば
あ
い
に

は
、
右
承
諾
は
、
保
険
金
を
騙
取
す
る
と
い
う
違
法
な
目
的
に
利
用
す
る
た
め
に
得
ら
れ
た
違
法
な
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当

該
傷
害
行
為
の
違
法
性
を
阻
却
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
⽜
と
説
示
し
、
承
諾
を
与
え
た
側
の
動
機
、
目
的
を
問

題
と
せ
ず
、
行
為
者
側
の
⽛
承
諾
を
得
た
動
機
、
目
的
⽜
を
諸
般
の
事
情
の
一
つ
と
し
て
考
慮
す
べ
き
こ
と
、
承
諾
が
違
法
な
目
的
に
、

本
件
で
は
保
険
金
騙
取
の
目
的
に
利
用
す
る
た
め
に
得
ら
れ
た
場
合
、
傷
害
が
軽
微
で
あ
っ
て
も
、
違
法
性
を
阻
却
し
な
い
と
し
た
の
で

あ
る
。

（
ｅ
）
評
価

基
本
的
に
承
認
さ
れ
る
自
己
の
身
体
に
関
す
る
処
分
権
能
と
い
え
ど
も
、
制
限
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
あ
る
。
と

い
う
の
も
、
法
益
保
持
者
が
任
意
に
自
己
の
身
体
の
法
益
保
護
を
放
棄
す
る
と
き
、
法
共
同
体
の
正
当
な
対
抗
利
益
と
衝
突
す
る
こ
と
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
制
限
の
根
拠
を
、
人
間
の
尊
厳
と
い
う
観
点
か
ら
、
個
人
を
自
分
自
身
か
ら
保
護
す
る
必
要
性
、
つ

ま
り
、⽛
自
由
の
軽
率
な
使
用
⽜
か
ら
保
護
す
る
と
こ
ろ
に
見
る
な
ら
、
そ
れ
は
適
切
で
な
い
（
138
）。
人
間
の
尊
厳
に
よ
っ
て
個
人
の
自
律
的
決
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定
自
由
が
保
障
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
個
人
の
処
分
権
能
の
制
限
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
自
己
決
定
権
の
制
限
な
の
で
あ
っ
て
、

自
己
決
定
権
を
守
る
こ
と
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
（
139
）。

上
記
の
検
討
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
だ
が
、
な
に
を
法
益
保
持
者
の
法
益
処
分
権
能
の
制
限
す
る
た
め
の
判
断
対
象
と
す
る
か
に
つ
い

て
は
、
大
ま
か
に
見
る
と
、
四
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
は
、
上
記
最
決
昭
和
五
五
・
一
一
・
一
三
［
保
険
金
騙
取
目
的
傷
害

事
件
］
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、⽛
単
に
承
諾
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
だ
け
で
な
く
、
右
承
諾
を
得
た
動
機
、
目
的
、
身
体
傷
害
の
手
段
、

方
法
、
損
傷
の
部
位
、
程
度
な
ど
諸
般
の
事
情
⽜
を
考
慮
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
身
体
の
不
可
侵
性
と
い
う
保
護
法
益
と
は
関
係
の

無
い
事
情
ま
で
考
慮
の
対
象
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
二
は
、
所
為
の
目
的
を
前
面
に
押
し
出
し
、
傷
害
の
性
質
と
程
度
を
補
充
的
に
考

慮
す
る
方
法
で
あ
る
（
140
）。
す
な
わ
ち
、
先
ず
、
主
観
指
向
の
方
法
が
採
用
さ
れ
、
力
点
は
関
与
者
の
動
機
、
目
的
に
お
か
れ
（
141
）、
よ
う
や
く
次

に
、
所
為
の
重
さ
が
考
慮
さ
れ
る
。
続
い
て
、
所
為
が
、
社
会
倫
理
的
価
値
観
念
と
矛
盾
す
る
か
否
と
い
う
考
察
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
。

特
に
、
人
間
の
尊
厳
を
損
な
う
と
い
う
意
味
で
人
格
を
貶
め
る
か
否
か
が
重
視
さ
れ
る
（
142
）。
本
説
に
は
、
力
点
の
置
き
方
が
逆
転
し
て
い
る

こ
と
、
社
会
倫
理
的
価
値
観
念
の
内
実
が
明
ら
か
で
な
い
と
こ
ろ
に
難
点
が
あ
る
（
143
）。
そ
の
三
は
、
傷
害
の
性
質
、
重
さ
を
専
ら
判
断
対
象

と
し
、
行
為
者
の
目
的
、
動
機
は
一
般
的
に
考
慮
し
な
い
方
法
で
あ
る
（
144
）。
本
説
に
は
、
移
植
手
術
の
た
め
の
生
体
臓
器
摘
出
は
許
さ
れ
な

い
こ
と
に
な
る
と
こ
ろ
に
難
点
が
あ
る
。
そ
の
四
は
、
傷
害
の
性
質
、
程
度
又
は
生
命
の
危
険
性
の
程
度
を
優
先
的
に
考
慮
し
、
目
的
を

調
整
要
素
と
し
て
の
み
考
慮
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
（
145
）。
使
用
さ
れ
た
手
段
、
傷
害
の
性
質
、
程
度
が
評
価
に
含
ま
れ
る
（
146
）。
軽
微
な
傷
害

行
為
や
専
ら
治
療
に
資
す
る
侵
襲
で
は
、
所
為
の
目
的
が
被
害
者
の
意
思
に
反
し
て
訴
追
の
方
向
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
。
さ
も

な
け
れ
ば
、
全
く
不
釣
合
い
に
も
、
道
徳
的
価
値
観
念
の
侵
入
口
が
開
か
れ
て
し
ま
う
。
本
説
の
準
拠
点
は
傷
害
行
為
で
あ
る
か
ら
、
身

体
の
不
可
侵
性
へ
の
侵
襲
が
重
い
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
正
当
化
目
的
が
必
要
と
な
る
（
147
）。
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い
か
な
る
文
化
国
で
も
そ
の
法
秩
序
に
お
い
て
は
、
生
命
と
身
体
が
社
会
生
活
の
基
盤
を
成
し
て
お
り
、
そ
れ
故
、
刑
法
は
生
命
と
身

体
を
法
益
に
ま
で
高
め
、
そ
れ
ら
の
不
可
侵
性
の
尊
重
を
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
生
命
も
身
体
も
、
法
益
保
持
者
が
有
す
る
自
己
の

生
命
、
身
体
を
保
持
す
る
個
人
利
益
と
、
第
三
者
が
他
人
の
生
命
、
身
体
の
不
可
侵
性
を
尊
重
す
る
法
共
同
体
の
利
益
と
い
う
二
側
面
を

も
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
同
意
殺
人
罪
（
刑
第
二
〇
二
条
）
は
、
被
害
者
の
承
諾
が
あ
っ
て
も
、
他
人
の
生
命
侵
害
は
許
さ
な
い
こ
と
を

明
文
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
命
保
護
が
弱
体
化
す
る
こ
と
を
禁
制
化
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
意
傷
害
の
構
成
要
件
は
存
在
し

な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
法
が
そ
れ
を
放
任
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
傷
害
は
、
死
と
は
異
な
り
、
軽
重
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
、

つ
ま
り
、
量
化
で
き
る
の
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
被
害
者
の
自
己
決
定
権
が
尊
重
さ
れ
、
そ
の
承
諾
が
あ
れ
ば
、
他
人
に
よ
る
傷
害
の

許
さ
れ
る
余
地
が
広
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
傷
害
も
一
定
の
程
度
を
超
え
れ
ば
、
被
害
者
の
自
己
決
定
権
と
い
え
ど
も
制
限
さ
れ
る
。

実
定
法
上
も
、
母
体
保
護
法
第
三
条
は
、
一
定
の
適
応
事
由
が
あ
る
と
き
に
限
っ
て
医
師
に
よ
る
不
妊
手
術
が
認
め
て
い
る
。
本
条
は
本

人
の
承
諾
の
有
効
性
を
限
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、そ
の
他
の
身
体
機
能
で
あ
っ
て
も
こ
の
程
度
の
重
さ
を
超
え
る
と
き
、

被
害
者
の
承
諾
が
あ
っ
て
も
、
特
別
の
理
由
が
な
い
限
り
、
誰
も
他
人
に
傷
害
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
人
の

身
体
の
不
可
侵
性
へ
の
尊
重
要
求
は
こ
こ
に
超
え
て
は
な
ら
な
い
一
線
が
引
か
れ
る
こ
と
に
な
る
（
148
）。

許
さ
れ
な
い
傷
害
と
し
て
は
、
先
ず
、
被
害
者
の
生
命
に
対
す
る
具
体
的
危
険
を
も
た
ら
す
傷
害
が
あ
る
。
こ
こ
に
生
命
に
対
す
る
具

体
的
危
険
と
い
う
の
は
、
死
の
結
果
が
生
じ
な
か
っ
た
の
は
全
く
の
偶
然
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
生
命
に
対
す
る
具
体
的

危
険
は
無
い
も
の
の
、
き
わ
め
て
重
い
手
足
の
切
断
の
よ
う
な
非
可
逆
的
な
傷
害
も
許
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
重
い
傷
害
の
場
合
で
も
、

⽛
法
的
に
承
認
さ
れ
る
特
別
の
目
的
⽜、
つ
ま
り
、
法
共
同
体
の
視
点
か
ら
、
目
的
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
る
価
値
の
実
現
が
被
害
者
の
傷
害

を
犠
牲
に
し
て
で
も
相
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
き
、
例
え
ば
、
移
植
手
術
の
た
め
の
片
方
の
腎
臓
提
供
の
よ
う
に
生
命
の
維
持
に
役
立
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つ
生
命
に
か
か
わ
る
医
的
侵
襲
は
例
外
的
に
正
当
化
さ
れ
る
。
し
か
し
、
単
な
る
⽛
積
極
的
目
的
⽜
で
は
足
り
な
い
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
も
な
け
れ
ば
研
究
目
的
の
た
め
の
手
足
の
切
断
が
正
当
化
さ
れ
か
ね
な
い
こ
と
に
な
る
。
性
的
行
為
に
お
け
る
加
虐
的
被
虐
的
傷
害

は
、
重
い
傷
害
と
は
い
え
な
い
限
り
、
可
罰
的
で
な
い
（
149
）。

傷
害
で
追
求
さ
れ
る
目
的
は
身
体
と
い
う
法
益
と
関
係
が
な
い
の
で
、
保
険
金
詐
欺
な
ど
の
違
法
な
目
的
か
ら
出
た
指
の
切
断
は
、
傷

害
罪
と
の
関
係
で
は
、
そ
れ
が
重
い
傷
害
で
な
い
か
ぎ
り
、
被
害
者
の
承
諾
は
有
効
で
あ
る
。
違
法
な
薬
物
注
射
の
よ
う
な
他
の
法
令
に

違
反
す
る
傷
害
も
、
傷
害
罪
と
の
関
係
で
は
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。
傷
害
罪
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
法
益
関
係
的
行
為
そ
れ
自
体
の
可
罰

性
が
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
（
150
）。

⚓

承
諾
の
形
式
と
時
点

被
害
者
の
承
諾
は
法
的
安
定
性
の
観
点
か
ら
承
諾
と
い
う
意
思
表
示
の
形
で
外
に
向
け
て
表
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
は
私
法
上
の
法
律
行
為
（
Rechtsgeschäft）
の
厳
格
な
要
件
を
満
た
す
必
要
（
厳
格
意
思
表
示
説
（
151
））
は
な
い
。
承
諾
の
正
当

化
効
果
は
行
為
者
に
認
め
ら
れ
た
法
的
な
力
に
基
づ
く
の
で
な
く
、
専
ら
、
構
成
要
件
該
当
行
為
が
権
利
者
の
現
在
の
意
思
と
一
致
す
る

と
い
う
こ
と
か
ら
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
承
諾
の
効
力
は
、
権
利
者
が
そ
の
意
思
を
行
為
者
に
向
け
て
表
示
す
る
こ
と
に

依
存
す
る
も
の
で
は
な
い
（
152
）。
行
為
者
が
被
害
者
の
承
諾
を
認
識
し
て
い
な
い
と
き
、（
不
能
）
未
遂
が
成
立
す
る
。
ま
た
、
当
人
が
単
に
内

的
に
同
意
し
て
い
る
だ
け
で
足
り
る
（
意
思
方
向
説
（
153
））
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。
外
に
出
て
こ
な
い
思
想
は
意
思
の
表
れ
で
な
く
、
そ
れ

に
法
律
効
果
を
結
び
つ
け
る
の
は
適
切
で
な
い
。
承
諾
は
明
示
的
に
だ
け
で
な
く
、
推
断
的
に
も
表
示
さ
れ
う
る
（
制
限
意
思
表
示
説
（
154
））。

承
諾
は
一
義
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
承
諾
は
条
件
付
で
も
与
え
ら
れ
う
る
（
例
え
ば
、
加
虐
傷
害
の
た
め
の
事
前
の
現
金
振
込
み
（
155
））。
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法
益
保
持
者
は
、
な
に
を
誰
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
受
け
容
れ
た
い
の
か
を
表
示
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
承
諾
は
正
当
化
さ
れ
う
る
所

為
の
前
に
、
遅
く
と
も
所
為
の
時
点
に
表
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
所
為
時
点
で
も
存
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
後
的
承
認
は
刑
法
で

は
何
ら
の
正
当
化
効
果
を
も
た
な
い
。
承
諾
の
撤
回
は
い
つ
で
も
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
医
学
実
験
の
た
め
に
軽
い
傷
害
や
臓
器
提
供

を
承
諾
し
た
者
は
そ
の
承
諾
を
い
つ
で
も
撤
回
で
き
る
。
承
諾
の
撤
回
に
も
か
か
わ
ら
ず
侵
襲
し
た
場
合
、
傷
害
罪
が
成
立
す
る
（
156
）。
許
容

さ
れ
た
法
益
損
傷
を
回
避
す
る
こ
と
が
実
際
上
も
は
や
で
き
な
い
段
階
に
所
為
行
為
が
達
し
た
時
点
で
初
め
て
撤
回
の
可
能
性
が
な
く

な
る
（
157
）。

⚔

承
諾
能
力

自
己
決
定
の
表
れ
で
あ
る
承
諾
は
、
承
諾
決
定
の
た
め
の
答
責
を
引
き
受
け
る
能
力
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
能
力
は

承
諾
者
の
民
法
上
の
法
律
行
為
能
力
に
依
存
す
る
の
で
な
く
、
承
諾
者
の
具
体
的
弁
識
・
判
断
能
力
に
依
存
す
る
。
承
諾
者
は
、
そ
の
年

齢
と
は
関
係
な
く
、
自
分
に
向
け
ら
れ
る
所
為
の
、
そ
の
結
果
を
含
め
て
、
本
質
、
意
味
及
び
射
程
距
離
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
158
）

例
え
ば
、
医
師
に
よ
る
身
体
侵
襲
の
場
合
、
そ
の
前
に
基
本
的
に
、⽛
侵
襲
の
推
移
、
侵
襲
の
成
功
の
見
込
み
、
危
険
、
及
び
本
質
的
に
異

な
っ
た
負
担
を
伴
う
治
療
選
択
肢
の
可
能
性
に
関
し
て
⽜、
医
師
に
よ
る
患
者
へ
の
説
明
が
必
要
で
あ
る
（
159
）。
す
な
わ
ち
、
瑕
疵
の
な
い
説
明

の
対
象
と
な
る
の
は
次
の
四
個
の
関
連
点
で
あ
る
。
①
医
学
的
所
見
（
い
わ
ゆ
る
診
断
の
説
明
）、
②
治
療
方
法
、
そ
の
緊
急
性
、
場
合
に

よ
っ
て
は
用
意
の
あ
る
治
療
選
択
肢（
い
わ
ゆ
る
方
法
の
説
明
）、③
確
実
に
又
は
蓋
然
的
に
生
ず
る
侵
襲
結
果（
い
わ
ゆ
る
安
全
の
説
明
）

及
び
④
あ
り
う
る
典
型
的
危
険
又
は
そ
の
他
の
望
ま
し
く
な
い
付
随
結
果
（
い
わ
ゆ
る
危
険
の
説
明
（
160
））。
聞
く
耳
を
持
た
な
い
者
の
決
定

の
無
思
慮
さ
は
―
⽛
承
諾
者
⽜
の
体
質
的
弱
さ
（
精
神
病
、
知
的
障
礙
、
未
成
年
）
と
は
異
な
っ
て
―
承
諾
を
与
え
る
患
者
の
弁
識
能

力
の
欠
如
を
ま
だ
意
味
し
な
い
（
161
）。
さ
も
な
け
れ
ば
承
諾
は
⽛
自
己
決
定
の
道
具
か
ら
法
的
後
見
の
道
具
に
な
っ
て
し
ま
う
⽜。
ほ
ろ
酔
い

も
（
完
全
酩
酊
と
は
異
な
っ
て
）
必
要
な
判
断
力
を
直
ち
に
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
（
162
）。
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承
諾
能
力
は
刑
法
の
責
任
無
能
力
と
は
関
係
が
な
い
。
責
任
無
能
力
の
規
定
（
刑
第
三
九
条
）
は
自
分
の
財
を
分
別
を
も
っ
て
扱
う
能

力
に
関
係
す
る
の
で
な
く
、
他
人
の
財
を
保
護
す
る
規
範
の
遵
守
能
力
に
関
係
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
163
）。

承
諾
能
力
は
年
齢
と
は
関
係
が
な
い
。
例
え
ば
、
事
故
で
重
傷
を
負
っ
た
一
七
歳
の
少
年
が
永
ら
え
る
た
め
に
は
両
脚
の
切
断
を
要
す

る
と
き
、
少
年
は
手
術
を
了
承
し
た
が
、
そ
の
両
親
は
⽛
身
体
障
礙
者
⽜
と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
を
哀
れ
に
思
い
手
術
を
拒
否
す
る
と

か
、
両
親
は
手
術
を
了
承
し
た
が
、
少
年
は
十
分
に
熟
考
し
た
上
で
、
両
脚
の
無
い
生
活
を
送
る
く
ら
い
な
ら
死
に
た
い
と
し
て
、
手
術

を
真
摯
に
且
つ
断
然
と
断
っ
た
と
い
っ
た
場
合
が
あ
り
う
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
少
年
の
承
諾
は
有
効
で
あ
る
。
普
通
に
成
長
し
た

一
六
歳
、
一
七
歳
く
ら
い
の
少
年
で
あ
る
な
ら
ば
、
自
己
答
責
的
決
定
能
力
は
あ
る
。
親
の
承
諾
が
少
年
の
承
諾
に
取
っ
て
代
わ
る
も
の

で
は
な
い
（
164
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
一
七
歳
の
少
年
甲
は
祖
父
か
ら
貴
重
な
絵
画
を
相
続
し
た
が
、
全
く
自
分
の
好
み
に
合
わ
な
い
の
で
、
友
人
乙
に
そ

の
損
壊
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
乙
は
直
ち
に
金
槌
で
損
壊
し
た
と
い
う
場
合
、
未
成
年
者
甲
の
承
諾
が
有
効
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
見
解

の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
弁
識
・
判
断
能
力
の
民
事
法
従
属
性
説
（
民
事
法
理
論
（
165
））
に
よ
れ
ば
、
財
産
権
侵
害
の
承
諾
の
場
合
は
、

承
諾
者
に
法
律
行
為
能
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
法
定
代
理
人
に
よ
る
承
諾
が
必
要
で
あ
る
（
ド
イ
ツ
民
法
第
一
〇
七
条
以
下
の
準

用
）、
し
か
し
、
一
身
専
属
的
法
益
侵
害
に
関
し
て
は
、
承
諾
者
の
弁
識
・
判
断
能
力
が
決
定
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
異
な
っ
た
扱
い
を

す
る
こ
と
の
根
拠
は
、
民
事
法
と
刑
法
を
一
体
に
扱
う
こ
と
の
必
要
性
に
あ
る
。
未
成
年
者
が
有
効
に
処
分
で
き
な
い
と
き
、
な
ぜ
未
成

年
者
が
そ
の
所
有
物
の
損
壊
を
承
諾
で
き
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
そ
の
理
由
が
分
か
ら
な
い
。
な
る
ほ
ど
、
承
諾
は
法
律
行
為
の
意
思
表

示
（
rechtsgeschäftliche
W
illenserklärung）
で
な
い
が
、
そ
の
意
義
に
お
い
て
意
思
表
示
に
相
当
す
る
法
的
行
為
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（
Rechtshandlung）
で
あ
り
、
未
成
年
者
の
た
め
に
民
法
第
一
〇
七
条
以
下
が
準
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
身
専
属

的
利
益
の
場
合
、
本
人
自
身
に
関
す
る
自
由
な
自
己
決
定
へ
の
権
利
が
優
越
す
る
。
こ
の
限
り
で
、
承
諾
能
力
は
弁
識
・
判
断
能
力
と
一

致
す
る
。
こ
の
解
決
策
の
帰
結
は
、
未
成
年
者
の
所
有
・
財
産
侵
害
へ
の
承
諾
は
無
効
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
乙
は
損
壊
罪
で
処
罰
さ

れ
う
る
。
承
諾
の
有
効
性
に
関
す
る
（
通
常
は
回
避
可
能
な
）
禁
止
の
錯
誤
だ
け
が
問
題
と
し
て
残
る
。
し
か
し
、
本
説
に
は
大
き
な
疑

問
が
残
る
。
未
成
年
者
は
極
め
て
重
い
身
体
の
傷
害
を
承
諾
で
き
る
と
す
べ
き
だ
が
、
所
有
物
の
侵
害
の
承
諾
は
で
き
な
い
と
す
べ
き
理

由
が
分
か
ら
な
い
。

承
諾
者
の
具
体
的
弁
識
・
判
断
能
力
説
（
刑
法
理
論
（
166
））
に
よ
る
と
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
自
分
に
向
け
ら
れ
た
侵
襲
及
び
法
益
保
護
を

放
棄
す
る
こ
と
の
本
質
、
意
味
及
び
射
程
距
離
を
完
全
に
把
握
し
、
事
実
に
適
っ
た
判
断
で
き
る
能
力
が
決
定
的
で
あ
る
か
ら
、
民
法
の

意
味
で
の
法
律
行
為
能
力
は
必
要
で
な
い
。
刑
法
で
は
、
法
益
の
放
棄
に
も
か
か
わ
ら
ず
行
為
に
当
罰
性
が
あ
る
か
が
問
題
と
さ
れ
る
の

で
あ
り
、
権
利
の
移
転
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
民
法
の
定
め
る
年
齢
制
限
は
適
当
で
な
く
、
個
別
具
体
的
弁
識
・
判

断
能
力
の
有
無
が
重
要
で
あ
る
。
刑
法
に
お
け
る
有
効
な
承
諾
は
行
為
を
肯
定
的
意
味
で
適
法
と
す
る
の
で
な
く
、
当
人
の
自
己
決
定
と

の
矛
盾
を
、
し
た
が
っ
て
刑
法
上
重
要
な
不
法
だ
け
を
消
滅
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
刑
法
秩
序
と
民
事
法
秩
序
の
矛
盾
は
存
在

し
な
い
。
行
為
が
民
法
上
適
法
で
は
な
い
場
合
で
す
ら
、
刑
法
の
補
充
性
原
則
が
刑
罰
を
要
求
し
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。

刑
法
上
の
財
産
保
護
が
民
事
法
上
の
財
産
保
護
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
が
、
こ
の
後
ろ
に
下
が
っ
て
い
る
こ
と
は
で
き
る
。
未
成
年
者
の

承
諾
の
有
効
性
は
具
体
的
事
態
に
応
じ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
甲
は
そ
の
所
有
す
る
絵
画
を
乙
に
損
壊
し
て
も
ら
う
こ
と
を
完
全

に
理
解
し
て
い
る
と
き
、
そ
の
承
諾
は
有
効
で
あ
り
、
乙
の
損
壊
行
為
は
正
当
化
さ
れ
る
。
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⚕

第
三
者
に
よ
る
承
諾

本
人
に
承
諾
能
力
が
あ
る
限
り
、
第
三
者
に
よ
る
承
諾
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
承
諾
に

必
要
な
弁
識
・
判
断
能
力
に
欠
け
て
い
る
未
成
年
者
に
手
術
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
、
親
権
者
あ
る
い
は
未
成
年
後
見
人
が
そ
の
者
に
代

わ
っ
て
承
諾
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
参
照
、
民
法
第
八
二
〇
条
）。
す
な
わ
ち
、
未
成
年
者
が
治
療
侵
襲
を
承
諾
す
る
こ
と
の
射
程
距
離

を
評
価
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。
又
、
未
成
年
者
は
承
諾
の
結
果
を
評
価
で
き
る
が
、
治
療
を
拒
否
し
た
場
合
の
結
果
を
十
分
に
評
価
で

き
な
い
場
合
、
拒
否
は
無
効
で
あ
り
、
第
三
者
が
本
人
に
代
わ
っ
て
承
諾
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
167
）。
し
か
し
、
生
存
に
か
か
わ
る
性
質
を

有
す
る
決
定
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
限
り
、
承
諾
の
代
理
は
許
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
未
成
年
者
か
ら
の
臓
器
提
供
は
許
さ
れ
な
い

が
、
緊
急
に
手
術
を
要
す
る
者
の
た
め
に
、
輸
血
に
適
合
す
る
血
液
型
の
持
ち
主
で
あ
る
識
別
能
力
の
欠
け
て
い
る
未
成
年
者
に
そ
の
血

液
提
供
を
求
め
る
と
き
、
そ
の
親
権
者
が
未
成
年
者
に
代
わ
っ
て
承
諾
を
す
る
こ
と
は
で
き
る
（
168
）。
親
権
者
と
い
え
ど
も
そ
の
子
の
虐
待
を

許
す
決
定
権
限
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
（
169
）。

緊
急
性
は
無
い
が
、
親
権
者
が
親
権
を
濫
用
し
て
必
要
と
さ
れ
る
手
術
を
拒
否
す
る
と
き
、
医
師
は
、
児
童
虐
待
防
止
法
第
六
条
又
は

児
童
福
祉
法
第
二
五
条
に
基
づ
き
、
福
祉
事
務
所
若
し
く
は
児
童
相
談
所
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
告
を
受
け
た
児
童
相
談
所

長
は
、
児
童
福
祉
法
第
三
三
条
の
七
に
基
づ
き
、
親
権
停
止
の
審
判
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
児
童
相
談
所
長
及
び
児
童
福
祉
施
設

の
施
設
長
は
児
童
福
祉
法
第
三
三
条
の
二
第
四
項
及
び
同
第
四
七
条
第
五
項
に
基
づ
き
、緊
急
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、

医
師
は
、家
裁
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
職
務
代
行
者
も
し
く
は
児
童
相
談
所
長
な
ど
の
公
的
依
頼
に
基
づ
い
て
手
術
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
手
続
き
を
踏
む
時
間
が
無
く
、
緊
急
の
手
術
を
要
す
る
と
き
、
正
当
化
緊
急
避
難
の
要
件
が
充
足
さ
れ
る
限
り
、
医
的
侵
襲

は
正
当
化
さ
れ
る
。
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未
成
年
者
に
承
諾
に
必
要
な
弁
識
・
判
断
能
力
は
あ
る
が
、
意
識
喪
失
等
の
た
め
一
時
的
に
決
定
能
力
を
失
っ
て
い
る
と
き
、
法
定
代

理
人
に
よ
る
承
諾
の
代
理
で
は
な
く
、
推
定
的
承
諾
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
法
定
代
理
人
の
意
思
表
示
は
、
未
成
年
者

の
推
定
的
意
思
を
確
か
め
る
の
に
資
す
る
に
す
ぎ
な
い
（
170
）。

注（
107
）
EBRV
1971,221
l.

（
108
）
Burgstaller/Schütz,(Fn.II-11),§
90
Rn
67;vgl.Fabrizy,(Fn.II-61),§
89
Rn
1a,§
90
Rn
3;H
interhofer,(Fn.II-1),27.

ド
イ
ツ
の
フ
リ
ッ
シ
ュ
と
同
趣
旨
の
議
論
を
展
開
す
る
の
が
フ
ッ
ク
ス
（
Fuchs,(Fn.I-17),16.K
ap
Rn
7）
で
あ
る
。
フ
ッ
ク
ス
は
、⽛
法
秩
序
は
、
処

分
者
が
自
由
に
行
為
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
傷
害
の
承
諾
が
現
実
に
自
由
な
自
己
決
定
の
行
為
で
あ
る
こ
と
に
の
み
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
り
、
極
端
な
場

合
に
限
界
を
設
け
る
、
つ
ま
り
、
例
外
的
に
、
個
人
を
そ
の
自
由
の
無
思
慮
な
使
用
に
対
し
て
自
分
自
身
か
ら
護
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
場
合
に
限
界
を
設

け
ね
ば
な
ら
な
い
⽜
と
論
じ
て
い
る
の
で
、
そ
の
帰
結
と
し
て
、
良
俗
条
項
に
見
ら
れ
る
自
己
決
定
権
の
制
限
を
⽛
自
己
決
定
権
の
最
後
の
安
全
対
策
⽜
と

理
解
す
る
こ
と
に
な
り
、
第
九
〇
条
が
承
諾
者
の
人
間
の
尊
厳
そ
れ
自
体
を
保
護
す
る
機
能
も
有
す
る
こ
と
に
繋
が
る
が
、
ブ
ル
ク
シ
ュ
タ
ラ
ー
／
シ
ュ
ッ

ツ
は
こ
の
よ
う
な
自
由
の
絶
対
化
を
批
判
す
る
Burgstaller/Schütz,(Fn.II-11),§
90
Rn
68.

（
109
）
Burgstaller/Schütz,(Fn.II-11),§
90
Rn
69;Steininger,(Fn.I-2),11.K
ap
Rn
94.

（
110
）
W
.
Brandstetter,
Sreafrechtliche
und
rechtspolitische
A
spekte
der
V
erw
endung
von
O
rganen
V
erstorbener,
Lebender
und

U
ngeborener,in:W
.Brandstetter,Ch.K
opetzki(H
rsg.),O
rgantransplantationen.M
edizinischeund
rechtlicheA
spektederV
erw
endung

m
enschlicher
O
rgane
zu
H
eilzw
ecken,1987,90,103;SSt49/9.

（
111
）
O
.Leukauf,H
.Steininger,K
om
m
entar
zum
Strafgesetzbuch,3.A
ufl.,1992,§
90
Rn
13.

（
112
）
Leukauf/Steininger,(Fn.II-111),§
90
Rn
13
f.

（
113
）
V
gl.Burgstaller/Schütz,(Fn.II-11),§
90
Rn
75;Steininger,(Fn.I-2),11.K
ap
Rn
94.

（
114
）
Burgstaller/Schütz,(Fn.II-11),§
90
Rn
75;Steininger,(Fn.I-2),11.K
ap
Rn
94.

（
115
）
Burgstaller/Schütz,(Fn.II-11),§
90
Rn
76,78;Steininger,(Fn.I-2),11.K
ap
Rn
94;O
.T
riffterer,Ö
sterreichisches
StrafrechtA
T
,2.
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A
ufl.,1985,11.K
ap
Rn
166.

（
116
）
Burgstaller/Schütz,(Fn.II-11),§
90
Rn
76,81,83;Steininger,(Fn.I-2),11.K
ap
Rn
94;T
riffterer,(Fn.II-115),11.K
ap
Rn
166;O
GH
E
12

O
s
17/89（
自
発
的
加
虐
・
被
虐
性
交
渉
の
過
程
で
生
じ
た
そ
れ
自
体
と
し
て
軽
い
傷
害
は
被
害
者
の
同
意
に
鑑
み
処
罰
で
き
な
い
）、
O
GH
EEvBl

1997/14（
女
友
達
の
同
情
を
か
う
目
的
で
知
人
に
よ
っ
て
ひ
じ
に
打
撲
傷
を
加
え
て
も
ら
う
被
害
者
の
承
諾
は
、
そ
の
動
機
と
は
関
係
な
く
、
良
俗
に
反
し

な
い
）。

（
117
）
Burgstaller/Schütz,(Fn.II-11),§
90
Rn
84;Steininger,(Fn.I-2),11.K
ap
Rn
95.但
し
、
判
例
は
こ
の
立
場
を
採
ら
な
い
。
O
GH
EvBl2003/79

u.12O
s63/01（
薬
物
注
射
の
承
諾
は
結
果
と
関
係
な
く
専
ら
嗜
癖
剤
法
第
八
条
に
違
反
し
良
俗
違
反
で
あ
る
）。
vgl.Lew
isch,(Fn.II-2),N
achbem
zu

§
3
Rn
232.

（
118
）
G
.Stratenw
erth,Schw
eizerisches
StrafrechtA
T
I,4.A
ufl.,2011,§
10
Rn
14.

（
119
）
A
.D
onatsch,B.T
ag,StrafrechtI,8.A
ufl.,2006,247
f.

（
120
）
Stratenw
erth,(Fn.II-118),§
10
Rn
15.

（
121
）
K
.Seelm
ann,StrafrechtA
T
,4.A
ufl.,2009,42.

（
122
）
Stratenw
erth,(Fn.II-118),§
10
Rn
14.

（
123
）
Stratenw
erth,(Fn.II-118),§
10
Rn
16.

（
124
）
E
.H
after,Lehrbuch
des
Schw
eizerischen
Strafrechts
A
T
,1942,170
f.

（
125
）
D
onatsch/T
ag,(Fn.II-119),248;S.T
rechsel,P.N
oll,Schw
eizerisches
StrafrechtA
T
I,6.A
ufl.,2004,142.

（
126
）
F.R
iklin,(Fn.II-12),§
14
Rn
67;K
.Seelm
ann,BaslerK
om
m
entarStrafrechtI,3.A
ufl.,2013,V
orA
rt.14
Rn
15;T
rechsel/N
oll,(Fn.II-

125),142,276.

（
127
）
R
iklin,(Fn.II-126),§
14
Rn
62;T
rechsel/N
oll,(Fn.II-125),142.

（
128
）
Stratenw
erth,(Fn.II-118),§
19
Rn
17;vgl.D
onatsch/T
ag,(Fn.II-125),249.

（
129
）
D
onatsch/T
ag,(Fn.II-125),249;Stratenw
erth,(Fn.II-118),§
10
Rn
18.

（
130
）
牧
野
（
Ⅱ
─49
）
四
八
九
頁
、
四
九
〇
頁
注
一
。

（
131
）
木
村
（
Ⅱ
─41
）
二
八
五
頁
以
下
。

（
132
）
福
田
（
注
Ⅱ
─42
）
一
八
一
頁
。
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（
133
）
大
塚
仁
⽝
刑
法
概
説
（
総
論
）⽞
一
九
六
三
・
二
四
四
頁
。

（
134
）
中
山
（
Ⅱ
─44
）
三
一
三
頁
及
び
同
頁
注
三
、
浅
田
（
Ⅰ
─55
）
二
〇
六
頁
⽛
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
よ
う
な
傷
害
に
つ
い
て
同
意
が
あ
る
場
合
、
事
態
を

正
確
に
認
識
し
て
い
れ
ば
、
通
常
は
同
意
殺
人
罪
の
（
少
な
く
と
も
未
必
の
）
故
意
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
で
対
処
す
れ
ば
足
り
る
。
そ
れ

以
外
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
、
有
効
な
同
意
が
あ
れ
ば
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
内
臓
摘
出
・
手
足
の
切
断
と
い
っ
た
重
大

な
傷
害
で
あ
っ
て
も
、
生
命
の
侵
害
に
結
び
つ
か
な
い
か
ぎ
り
、
そ
の
種
の
自
傷
行
為
が
不
処
罰
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
も
の
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
⽜。
参
照
、
平
野
（
Ⅱ
─17
）⽛
同
意
が
あ
れ
ば
す
べ
て
違
法
で
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
、
現
行
法
の
も
と
で
は
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か

し
、
一
挙
に
そ
こ
ま
で
ゆ
く
こ
と
が
妥
当
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
…
…
傷
害
の
重
大
性
で
区
別
す
る
ほ
か
な
い
。
も
っ
と
も
⽝
重
大
⽞
か
ど
う
か
の
規
準

は
、
な
お
不
明
確
で
あ
る
と
す
れ
ば
、⽝
死
の
危
険
⽞
が
あ
る
か
ど
う
か
で
区
別
す
る
の
も
、
一
つ
の
考
え
方
で
あ
ろ
う
⽜。

（
135
）
内
田
（
Ⅱ
─45
）
一
五
六
頁
。

（
136
）
内
田
文
昭
⽝
刑
法
概
要
上
巻
（
⚑
）⽞
一
九
九
五
・
四
一
三
頁
注
八
。

（
137
）
曽
根
（
Ⅱ
─48
。
重
要
問
題
）
一
三
九
頁
。

（
138
）
Fuchs,(Fn.I-17),16.K
ap
Rn
7.

（
139
）
V
gl.Burgstaller/Schütz,(Fn.II-11),§
90
Rn
68;C.R
oxin,StrafrechtA
T
,Bd.1,1992,§
13
Rn
39.

（
140
）
BGH
St4,24,31.

（
141
）
V
gl.BayO
LG
N
JW
1999,372,373;Stree,(Fn.II-83),§
228
Rn
7.

（
142
）
V
gl.BayO
LG
N
JW
1999,372,373.

（
143
）
V
olz,(Fn.II-84),423.

（
144
）
Leukauf/Steininger,(Fn.II-111),§
90
Rn
13
f.

（
145
）
BGH
St49,166,170;Stree,(Fn.II-83),§
228
Rn
7.

（
146
）
Stree,(Fn.II-83),§
228
Rn
8.

（
147
）
O
LG
Zw
eibrücken
JR
1994,518,519;Stree,(Fn.II-83),§
228
Rn
8.

（
148
）
H
.J.
H
irsch,Einw
illigung
und
Selbstbestim
m
ung,in:W
elzel-FS,1974,775,797
ff.;ders.,(Fn.II-90),189;ders.,D
elikte
gegen
die

körperliche
U
nversehrtheit,ZStW
83
(1971),140,167.

（
149
）
V
gl.Burgstaller/Schütz,(Fn.II-11),§
90
Rn
78;H
irsch,(Fn.II-15),§
228
Rn
9;ders.,(Fn.II-90),197;K
rey/E
sser,(Fn.I-24),§
17
Rn
664;
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R
oxin,(Fn.I-1),§
13
Rn
41
ff.;W
essels/Beulke/Satzger,(Fn.I-4),§
11
Rn
560
ff.

（
150
）
V
gl.Burgstaller/Schütz,(Fn.II-11),§
90
Rn
84;H
irsch,(Fn.II-15),§
228
Rn
9;ders.,(Fn.II-148.D
elikte),167;R
oxin,(Fn.I-1),§
13
Rn

43.

（
151
）
E
.Zitelm
ann,A
usschluß
der
W
iderrechtlichkeit,A
cP
99
(1906),1.

（
152
）
A
m
elung/E
ym
ann,(Fn.II-19),937;K
ühl,(Fn.I-4),§
9
Rn
31;Lenckner/Sternberg-Lieben,(Fn.II-49),V
orbem
.§§
32
ff.Rn
43;

（
153
）
K
G
JR
1954,428,429（
承
諾
と
い
う
の
は
、⽛
権
利
保
護
意
思
を
放
棄
す
る
と
い
う
純
粋
に
精
神
的
事
象
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
内
的
同
意
が
あ
れ
ば
そ
れ

で
十
分
で
あ
り
、
そ
れ
が
外
に
向
け
て
表
さ
れ
る
必
要
は
な
い
⽜）；

Fuchs,(Fn.I-17),16.K
ap
Rn
10（
意
思
方
向
説
は
、
被
害
者
の
自
己
決
定
権
、
つ
ま

り
、
意
思
が
正
当
化
根
拠
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
内
的
意
思
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
が
重
要
）；

H
.Frister,StrafrechtA
T
,7.A
ufl.,2015,15.K
ap

Rn
6f.（
当
人
が
、
所
為
行
為
が
既
に
そ
の
着
手
時
点
で
当
人
の
意
思
に
合
致
し
て
い
た
こ
と
を
事
後
に
な
っ
て
打
ち
明
け
た
場
合
も
、
構
成
要
件
に
よ
っ
て

保
護
さ
れ
た
利
益
侵
害
は
な
い
。
し
か
し
、
所
為
行
為
時
点
で
承
諾
は
な
か
っ
た
が
、
事
後
に
な
っ
て
初
め
て
承
諾
し
た
と
い
う
場
合
、
違
法
性
は
阻
却
さ

れ
な
い
）；

H
interhofer,
(Fn.
II-1),
83
ff.;
Jakobs,
(Fn.
II-76),
A
bschn.
7
Rn
115;
F.
N
ow
akow
ski,
Grundzüge
63;
T
h.
R
önnau,

V
oraussetzungen
und
Grenzen
der
Einw
illigung
im
Strafrecht,Jura
2002,665,666;ders.(Fn.II-14),V
or
§
32
161
f.;H
.Schlehofer,

M
ünchner
K
om
m
entar
Strafgesetzbuch
Bd.1,2003,vor
§§
32
Rn
120;Schm
idhäuser,(Fn.II-25),5.K
ap
Rn
126.

（
154
）
A
m
elung/E
ym
ann,(II-19),937,941;Burgstaller/Schütz,(Fn.II-11),§
90
Rn
30;K
ienapfel/H
öpfel/K
ert,(Fn.I-11),E
1
Rn
57;K
ühl,(Fn.

I-4),§
9
31;Lew
isch,(Fn.II-2),N
achbem
zu
§
3
Rn
226;R
oxin,(Fn.I-1),§
13
Rn
71;T
riffterer,(Fn.II-115),11.K
ap
Rn
161.

（
155
）
K
ühl,(Fn.I-4),§
9
Rn
31.

（
156
）
Fuchs,(Fn.I-17),16.K
ap
Rn
32.

（
157
）
H
irsch,(Fn.II-15),V
or
§
32
Rn
113.

（
158
）
K
ühl,(Fn.I-4),§
9
Rn
33;Steininger,(Fn.I-2),11.K
ap
Rn
93.

（
159
）
BGH
N
JW
2011,1088,1089［
レ
モ
ン
ジ
ュ
ー
ス
事
件
］；

vgl.K
ühl,(Fn.I-4),§
9
Rn
33.

（
160
）
A
.Zöller,A
nm
.zu
BGH
,U
rt.v.22.12.2010,ZJS
173,175［
レ
モ
ン
ジ
ュ
ー
ス
事
件
］。

（
161
）
A
ndersBGH
N
JW
1978,1206［
歯
医
者
事
件
］（
頭
痛
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
甲
は
そ
の
原
因
が
詰
め
物
を
さ
れ
た
歯
に
あ
る
と
思
っ
た
。
被
告
人
（
歯

科
医
師
）
は
甲
に
詰
め
物
と
頭
痛
の
間
に
何
の
関
係
も
無
い
こ
と
を
分
か
ら
せ
よ
う
と
し
た
が
、
甲
は
被
告
人
に
歯
を
全
部
抜
い
て
も
ら
う
よ
う
頼
ん
だ
。

結
局
、
被
告
人
は
甲
の
強
い
欲
求
に
屈
し
、
抜
歯
し
た
。
被
告
人
は
傷
害
罪
で
処
罰
さ
れ
た
。
甲
は
侵
襲
の
効
果
に
関
し
て
錯
誤
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
が
認
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識
で
き
る
の
で
、
甲
の
承
諾
は
無
効
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
）；

vgl.
K
.
A
m
elung,
A
nm
.
zu
BGH
N
JW
1978,
1206;
ders.,

Einw
illigungsfähigkeitund
Rationalität,JR
1999,45ff.⽛
承
諾
能
力
の
あ
る
者
と
は
、
自
分
の
価
値
尺
度
に
従
え
ば
何
が
自
分
の
利
益
に
な
る
か
損
に

な
る
か
を
認
識
で
き
る
者
の
こ
と
を
い
う
⽜。

（
162
）
V
gl.BGH
St4,90［
こ
め
か
み
殴
打
事
件
］（
被
害
者
は
被
告
人
を
挑
発
す
る
直
前
に
四
本
の
ビ
ー
ル
を
飲
み
、
ほ
ろ
酔
い
状
態
だ
っ
た
。
民
事
法
の
意
味

で
の
法
律
行
為
能
力
、
刑
法
の
意
味
で
の
責
任
無
能
力
で
な
く
て
も
、
承
諾
の
効
力
は
否
定
さ
れ
う
る
）。

（
163
）
T
h.R
önnau,V
oraussetzungen
und
Grenzen
der
Einw
illigung
im
Strafrecht,JU
RA
2002,665,669.

（
164
）
K
rey/E
sser,(Fn.I-24),§
17
Rn
666
ff.

（
165
）
Jakobs,(Fn.II-76),A
bschn
7
Rn
114;Lenckner,(II-76),V
orbem
.§§
32
ff.Rn
39
ff.;Schlehofer,(II-153),V
or
§§
32
ff.Rn.148;vgl.

H
einrich,(I-4),§
16
Rn
467
f.;T
h.H
illenkam
p,32
Problem
e
aus
dem
StrafrechtA
T
,12.A
ufl.,2006,40
f.

（
166
）
BGH
St12,379;K
.A
m
elung,Ü
ber
die
Einw
illigungsfähigkeit,ZStW
104
(1992),525,526;A
m
elung/E
ym
ann,(II-19),941;H
irsch,(Fn.

II-15),V
or
32
Rn
109,118;Jescheck/W
eigend,(Fn.I-20),§
34
IV
1,4;R
oxin,(Fn.I-1),§
13
Rn
84,90;Stratenw
erth/K
uhlen,§
9
Rn
24
f.;

W
essels/Beulke/Satzger,(Fn.I-4),§
11
Rn
554;vgl.H
einrich,(Fn.II-15),§
16
Rn
466;H
illenkam
p,(Fn.II-165),39
f.

（
167
）
V
gl.K
.Schm
oller,Salzburger
K
om
m
entar
zum
Strafgesetzbuch,5.Lfg.§
110
Rn
49.

（
168
）
V
gl.Jescheck/W
eigend,(Fn.I-20),§
34IV
4;K
indhäuser,(Fn.I-22),§
12Rn
16ff.;R
oxin,(Fn.I-1),§
13Rn
92ff.こ
れ
に
対
し
て
、
わ
が
国
で

は
、
宮
内
裕
⽛
違
法
性
の
阻
却
⽜（⽝
刑
事
法
講
座
⽞
第
一
巻
（
一
九
五
二
）
二
一
七
頁
以
下
、
二
二
五
頁
）
が
、⽛
同
意
の
代
理
に
関
し
て
も
、
民
法
的
理
論

は
肯
定
的
で
あ
ろ
う
が
、
刑
法
的
保
護
を
う
け
る
利
益
が
人
格
的
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
所
か
ら
、
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
⽜
と
論
じ
て
お
り
、
こ
れ
が

現
在
の
通
説
で
あ
る
。
大
谷
（
Ⅱ
─44
）
二
五
六
頁
、
内
藤
（
Ⅱ
─46
）
五
九
四
頁
、
西
原
（
Ⅱ
─46
）
二
七
五
頁
。
た
し
か
に
、
メ
ツ
ガ
ー
は
、
そ
の
体
系
書

の
本
文
で
、⽛
意
思
の
代
理
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
も
、
民
法
の
規
則
が
重
要
な
の
で
な
い
し
、
意
思
の
代
理
は
刑
法
的
保
護
を
う
け
る
利
益
の
人

格
的
性
質
と
一
致
し
な
い
の
で
、
こ
の
問
い
は
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
⽜
と
論
ず
る
が
、
注
九
に
お
い
て
、⽛
こ
れ
に
対
し
て
、
優
越
的
利
益
の
原
則
と
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
（
治
療
侵
襲
等
）
代
理
が
考
え
ら
れ
う
る
⽜
と
論
じ
例
外
を
認
め
、
さ
ら
に
、
小
児
・
少
年
の
必
要
と
す
る
治
療
行
為
の
場
合
、
意
思

の
代
理
と
い
う
も
の
が
あ
り
え
な
い
と
す
る
の
は
受
け
容
れ
難
い
こ
と
で
あ
り
、⽛
一
般
の
人
々
は
、
健
康
の
維
持
（
刑
法
第
二
二
三
条
の
法
益
）
に
不
可
欠

な
処
置
と
し
て
の
治
療
行
為
に
き
わ
め
て
明
白
な
利
益
を
有
す
る
。
そ
れ
故
、
法
秩
序
は
⽝
優
越
的
利
益
の
原
則
⽞
に
従
い
財
衡
量
の
観
点
の
下
で
広
く
正

当
化
を
認
め
る
余
地
を
残
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
法
秩
序
が
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
実
現
す
る
。
法
秩
序
は
、
意
思
の
代
理
を
許
す
こ
と
（
父
親
の
そ
の
子
へ
の

手
術
の
有
効
な
承
諾
）
等
に
よ
っ
て
、
承
諾
が
さ
も
な
け
れ
ば
何
の
効
果
も
及
ぼ
さ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
不
法
阻
却
の
意
味
を
あ
た
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
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（
切
断
手
術
、
危
険
な
薬
物
治
療
）⽜。
E
.M
ezger,Strafrecht,1931,211
m
itFn.9
u.244.

（
169
）
参
照
、
朝
鮮
高
等
法
院
昭
和
一
〇
・
六
・
六
評
論
二
四
・
刑
法
一
七
〇
⽛
甲
乙
等
は
精
神
病
者
丙
ノ
親
ト
シ
テ
同
女
ヲ
看
護
ス
ベ
キ
正
当
ノ
地
位
ニ
ア
ル

モ
ノ
ト
ス
ル
モ
、
被
告
人
等
が
丙
ノ
精
神
病
を
治
療
ス
ル
目
的
ヲ
以
テ
紐
ニ
テ
同
女
ノ
手
足
ヲ
制
縛
シ
其
ノ
身
体
各
箇
所
ヲ
棒
ニ
テ
乱
打
ス
ル
ニ
際
リ
同
人

等
ノ
被
告
人
等
ニ
与
ヘ
シ
承
諾
ハ
該
暴
行
ノ
違
法
性
ヲ
阻
却
ス
ベ
キ
モ
ノ
ニ
非
ザ
ル
ヤ
言
ヲ
俟
タ
ズ
⽜。

（
170
）
V
gl.K
indhäsuser,(Fn.I-22),§
12
Rn
16
ff.;R
oxin,(Fn.I-1),§
13
Rn
92
ff.
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Eigenverantwortliche Selbstgefährdung, Einwilligung
und mutmaßliche Einwilligung (4)

Toshio YOSHIDA

Kapitel 1 Autonomieprinzip und eigenverantwortliche Selbstge-
fährdung

Ⅰ. Allgemeines
Ⅱ. Anwendungsbereiche
a) Sportverletzungen
b) Übernahme vermögensrechtlicher Risken
Ⅲ. Objektive Zurechnung bei eigenverantwortlichem Eingreifen
Dritter
a) Rettungshandlungen
aa) Rettungshandlungen durch freiwillige Helfer
bb) Rettungshandlungen durch Pflichtübernahme
b) Verfolgungen
Ⅳ. Schranken der Eigenverantwortlichkeit
Ⅴ. Voraussetzungen der Eigenverantwortlichkeit
Ⅵ. Eigenverantwortlichkeit und einverständliche Fremdgefährdung

(Bd. 52, Nr. 2)

Kapitel 2 Autonomieprinzip und Einwilligung des Verletzten
Ⅰ. Allgemeines
Ⅱ. Ausländisches Recht
a) Deutschland
b) Österreich
c) Die Schweiz
Ⅲ. Zum Wirkgrund der Einwilligung
1. Grundmodelle
a) Kollisionsmodell
b) Integratinsmodell
c) Basismodell
2. Theorienstreit in Japan
3. Würdigung
Ⅳ. Gegenstand und Reichweite der Einwilligung
a) Gegenstand
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b) Reichweite (Bd. 52, Nr. 3)
Ⅴ. Voraussetzungen und Grenzen der rechtfertigenden Einwilligung
1. Einwilligung durch den Rechtsgutsträger
2. Dispositionsbefugnis des Einwilligenden
a) Deutschland
aa) Theorienstreit
bb) Rechtsprechung (Bd. 52, Nr. 4)
b) Österreich
c) Die Schweiz
d) Japan
aa) Theorienstreit
bb) Rechtsprechung
e) Würdigung
3. Form und Zeitpunkt der Einwilligung
4. Einwilligungsfähigkeit
5. Einwilligung durch dritte Personen

(Die Fortsetzung folgt.)
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